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日本 EU 学会第 31 回(2010 年度)研究大会のご案内 
 
日本 EU 学会第 3１回(2010 年度)研究大会を下記の通り開催いたします。 
ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席下さいますようご案内申し上げます。 

 
2010 年 9 月吉日  

日本 EU 学会理事長 辰巳 浅嗣  
 
日時： 2010 年 11 月 13 日(土)～14 日(日) 
会場： 青山学院大学 
住所：〒150-8366  東京都渋谷区渋谷 4-4-25 
交通機関： ＪＲ山手線、東急線、京王井の頭線「渋谷駅」宮益坂方面の出口より徒歩約 10 分 

地下鉄「表参道駅」Ｂ1 出口より徒歩約 5 分 
アクセス  http://www.aoyamagakuin.jp/access/accessmap.html 
大学キャンパス地図  http://www.aoyama.ac.jp/other/map/aoyama.html 

 
 
第 1 日  11 月 13 日（土） 
  開場(受付開始) 12:00～ 

共通論題 「リスボン条約と EU の課題」 

理事会 ＜11：00～12：50＞ 

1. 全体セッション第 I 部 ＜13：00～15：40＞ 
報告時間 30 分(基調報告は 40 分) 質疑 20 分 

報告者 論   題 司会者 

(1) 庄司 克宏 
(慶應義塾大学) 

【基調報告】  
リスボン条約と EUの課題  

― EU条約と EU機能条約の可能性 
森井 裕一 
(東京大学) 

(2) 福田 耕治 
(早稲田大学) リスボン条約に至る機構改革と民主的正統性 

(3) 植田 隆子  
(外務省欧州連合 
日本政府代表部) 

リスボン条約と EU の対外関係 

休憩 ＜15：40～16：00＞ 
2. Plenary Session Ⅱ＜16:00～17:30＞ (in English) 

First presentation 40minutes, Discussion 20minutes / Second presentation 30minutes 
Presenters Topics Chairperson 

(1) Piet O V EECKHOUT 
(King's College London) 

The new Office of the High Representative, and 
the new European External Action Service 

羽場 久美子 
(青山学院大学) (2) Julie RAYNAL 

(Delegation of the 
European Union to Japan) 

EU environment policy after Lisbon 

総   会  ＜17：30～17：45＞ 

懇 親 会 ＜18：15～20：15＞ 
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第 2 日  11 月 14 日（日） 

開場（受付開始） 9：00～ 
1. 分科会 ＜9：30～12：00＞ 
報告時間各 30 分 質疑 20 分 

区分 報告者 論  題 司会者 

A 

岡部 みどり 
(上智大学) 

リスボン条約後の EU 出入国管理政策統合と 
マイグレーション・ガバナンス 

小久保 康之 
(東洋英和 

女学院大学) 

羽場 久美子 
(青山学院大学) 

リスボン条約と、拡大ＥＵの政治戦略 
―2011 年議長国と、域内・域外政策― 

福田 八寿絵 
(早稲田大学) 

リスボン条約と EU 保健医療政策 
―アルコール規制政策を事例として― 

B 

中西 優美子 
(専修大学) 

リスボン条約と対外権限 
―CFSP 分野を中心に― 

根岸 哲 
(甲南大学) 

入稲福 智 
(平成国際大学) リスボン条約による司法・権利保護制度改革 

黒川 洋行 
(関東学院大学) 

リスボン条約における社会的市場経済の適用  
－ＥＵの経済秩序に関するドイツ・オルド自由主義からの考察－ 

C 

高﨑 春華 
(九州大学) EUの地中海政策の新展開とマグレブ諸国 

蓮見 雄 
（立正大学） 

土井 康裕* 
(名古屋大学) 

Difficulties of One-Dimensional Fiscal Policy in the EMU 
―Applying Optimal Fiscal Policy to Multiple Countries― 
(報告･質疑は日本語)  (*大浜賢一朗(朝日大学)との共同研究） 

柴山 千里* 
(小樽商科大学) 

EUによるアンチダンピング措置の最新動向の分析 
：規律強化と積極利用の同時進行 

 (*小林 友彦(小樽商科大学)との共同研究) 

昼食・休憩／理事会 ＜12：00～13：30＞ 

総 会 ＜13：30～13：45＞ 
2. 全体セッション第Ⅲ部 ＜13：45～16：15＞ 

報告時間各 30 分 パネルディスカッション 30 分 質疑 30 分 
報告者 論題 司会者 

(1) 鷲江 義勝 
(同志社大学) リスボン条約による EU の機構および政策決定の改革 

田中俊郎 
(慶應義塾大

学) 

(2) 鶴岡 路人 
(防衛省防衛研究所) 

リスボン条約下の EU の共通外交、安全保障、防衛政策 
―統合と協力の間 

(3) 細谷 雄一 
(慶應義塾大学) 

リスボン条約とイギリス  
―「やっかいなパートナー」の再来？ 

上記３者によるパネルディスカッション 

質 疑 

 

 


